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　2010年はまさしく天候の変動に翻弄された年であったといえる。２月から３月にかけての日照不足による
施設作物の生育不良，４月の低温による果樹の生育遅延，そして８月，９月の高温による水稲の品質低下と
野菜の初期生育不良，様々な作物が気象条件の大きな波をかぶったといえる。最後の大晦日には中国地方日
本海側での大雪まで記録された。一方で，２年前のリーマンショックに端を発した経済状況の悪化にはなか
なか明るい兆しが見えず，TPPまで議論の俎上にあがるようになって，日本農業を取り巻く状況も年々厳し
さを増している。
　人類の「食」を支える一次産業として農業の重要性については論を待たないであろう。農業の基盤となる
耕地と作物や家畜は，人類が長い進化の過程で獲得した能力を最大限に発揮し，四千年の歴史の中で育て，
積み上げてきた貴重な資産である。産業革命後急激に発展した近代的科学技術によって食料の生産力は一気
に上昇し，世界人口の増加を支えてきたが，同時に農地が宅地や工業用地に転用され，先進国の優良な農地
は減少の一途をたどっている。日本では小さな家族経営の農家がまだかろうじて生き残ってはいるが，経済
のグローバル化とともに弥生時代以来千五百年続いた水田農業と農村は衰退の一途をたどっている。食物を
獲得する「生業（なりわい）」として人類のほとんどが農業に従事した時代は過去のものとなり，世界的に穀
物の生産は遺伝子組み換え品種を利用した機械化大規模栽培が主流となりつつある。
　世界各地で頻発する干ばつや洪水，日本では2009年夏の長雨と2010年の異常気象に加えて2011年３月11
日の東日本大震災は，人の力が如何に小さいかを改めて思い知らされる出来事であった。しかしながら，宮
崎安貞の「農業全書」にあるように，「稲ヲ生ズル物ハ天ナリ。コレヲ養フ物ハ地ナリ。人ハ中ニ居テ，天ノ
気ニヨリ，土地ノ宜シキニ順ヒ，時ヲモッテ耕作ニ努ム」ということが四千年変わらぬ農業の本質であろう。
時には微力であっても「農業ノ術ハ人ヲ養フノ本」であり，70億人に達せんとする人類の発展を支えてきた
のは農学が実学として展開すべき「農業技術」である。
　フィールドを利用して行う「実習」は，「実物」を体感して「習う」ものであり，WEBや書籍を通じた机
上の座学では決して得られない「体験」を積み重ねるために行うものである。大学における「学習」とは「学
びて時にこれを習う（論語，学而編）」行為であり，農学にあっては獲得した「知識」を実験や実習での「体験」
によって応用可能なレベルまで深く定着させることが求められる。身につく「体験」を積み重ねるためには，
「本物」の家畜や作物をセンターのフィールドに展開することが是非とも必要といえる。
　2007年４月にフィールド科学センター長の職について以来，大学の「農場」は農業生産の現場に最も近い
位置にあって「学生に農業の現実と夢を伝える場」であるとの思いで，センター教職員の皆さんに仕事をお
願いしてきたつもりである。しかし，時代の流れに流されるしかなく，不本意なことをお願いせざるを得な
いことも多かった。４年間にわたりセンター長として「如何ほどの役に立てたか？」と振り返ってみると，
忸怩たる思いがあるが，センター運営にあたっては，センターや農学部のみならず，グッドジョブ支援センター
を始め岡山大学教職員の皆さんには多大なご助力をいただいた。センター長の職を終えるにあたって，衷心
よりお礼を申し上げる次第である。
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